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島根県水道用水供給事業（飯梨川水道）中期事業計画 

１．計画の位置づけ 

 島根県水道用水供給事業（飯梨川水道）は給水開始から５０年近く経過し、漏水等の

トラブルが発生するなど施設の老朽化が進行しています。 

今後も継続して島根県水道用水供給事業（飯梨川水道）を安定的に運営するため、適

切な維持管理による施設の長寿命化を図りつつ、耐震対策も含めた施設の修繕や更新を

進めるための指針として「島根県水道用水供給事業（飯梨川水道）施設管理基本計画」

（以下「施設管理基本計画」という。）を策定しました。 

この計画は、施設管理基本計画に基づき、今後２０年間の具体的な大規模修繕・更新

事業計画を取りまとめたものです。 

２．計画期間 

  中期事業計画の計画期間は、令和２(２０２０)年度から令和２１(２０３９)年度まで

の２０年間とします。 

３．施設規模 

施設更新に伴う過大投資を防ぎ、更新事業費の縮減を図るため、施設の更新にあたっ

ては、施設管理基本計画の方針に基づき、施設容量の縮減や管路口径の縮径といった適

切な規模への見直し（ダウンサイジング）を行います。 

（１）現状施設の計画給水量と契約水量 

  表１に島根県水道用水供給事業（飯梨川水道）の計画給水量と現在の契約水量を示

します。 

表１ 計画給水量と契約水量 

地 区 名 計画給水量（ｍ３／日）  契約水量（ｍ３／日） 

松 江 市 ４０,０００ ２１,６２８ 

安 来 市 １２,０００ ９,７５２ 

合 計 ５２,０００ ３１,３８０ 

（２）将来の需要見込み

現在の契約水量（３１,３８０ｍ３／日）は、計画給水量（５２,０００ｍ３／日）の

６０．４％であり、近年減少傾向にあります。 

  また、平成３０年１０月に実施した「将来の使用水量調査」の結果から、現在の水

道受水団体の需要量は年々減少する見込みとなっています。 
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（３）更新時の施設規模 

  更新時の施設規模については、一旦施設をダウンサイジングすれば需要量の増加に

対応できないものの、現状では大幅な増加が見込めないことから、漏水等不測の事態

を考慮し、次のとおりとします。 

・施設能力は、現在の契約水量に漏水等の変動要因（５,０２０ｍ３／日）を加えた、

日量３６,４００ｍ３を基本とする。 

・中期事業計画期間中に更新を行う施設は、上記をふまえてダウンサイジング（施

設容量の縮減、管路口径の縮径）を行う。 

   なお、将来の需要見込みに大幅な変動が生じた場合は、施設規模を見直します。 

４．事業計画 

  今後２０年間の大規模修繕･更新の計画は、次のとおりとします。 

（１）土木・建築施設

  ・対象となる施設は、集水埋渠、沈砂池、浄水池 

・事業費は、約９億２千万円 

（２）土木・建築施設（埋設管路耐震化）

  ・対象となる管路延長は、１０,３６６ｍ 

・事業費は、約２４億７千万円 

（３）機械･電気設備

   ・対象となる設備は、ポンプ設備、受配電設備、中央監視制御装置 他 

・事業費は、約１７億４千万円 

※詳細は、別表「各年度の事業計画」、別図「飯梨川水道施設全体図」のとおり 

（４）その他 

   大規模修繕・更新の他、施設の長寿命化や機能維持を図るため、定期的な点検調査

や補修・整備等を行います。 

   （主な項目） 

・水管橋塗装修繕（１０年毎を目途） 

   ・調整池屋上防水塗装修繕（２５年毎を目途） 

   ・ポンプ設備分解点検整備（１０年毎を目途） 

   ・土木建築施設（埋設管路含む）点検（５年毎） 

   ・水管橋点検（上部工：２年毎、下部工：５年毎） 

  ・計装機器、電食防止装置点検（２年毎） 
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５．計画策定の効果

施設管理基本計画に基づき、適切な維持管理による施設の長寿命化を図りつつ、更新

時期や施設規模の見直し、事業費の平準化を図った結果、中期事業計画（２０年間）に

おける更新事業費は、現在の施設を法定耐用年数・同規模で更新する場合と比べて、約

２０億円（２８％）縮減され、約５１億円となりました。 

このうち、更新時期の見直しと事業費の平準化による効果は約１４億円、施設規模を

見直したことによる効果は約６億円となっています。（図１） 

図１ 更新事業費 

ダウンサイジング 目標耐用年数

現状規模 法定耐用年数 

ダウンサイジング 目標耐用年数
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６．計画の進め方 

  本計画に基づき、施設の修繕・更新を進め、水道用水の安定供給を図ります。 

また、事業実施にあたっては、新技術等の採用も含めて工法を検討し、経費削減に努

めます。 

なお、事業を取り巻く環境に大幅な変化が生じた場合は、必要な見直しを行います。 



給水開始から６０年
【更新】

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039
R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21

3,388,000

集水埋渠 更新（耐震化） 50年 73年

沈砂池 耐震補強 60年 73年

浄水池 耐震補強 60年 73年

埋設管路 区間①更新（耐震化） 40年 60年

埋設管路 区間②③④更新（〃） 40年 60年

埋設管路 区間⑤⑥⑦更新（〃） 40年 60年

埋設管路 その他の区間更新（〃） 40年 60年

1,744,000

中央監視装置 中央監視装置更新 17年 17年

受配電設備 受配電盤他更新 10～20年 30年

導水ポンプ設備 ポンプ、電気設備更新 10～20年 15～35年

送水ポンプ設備 ポンプ、電気設備更新 10～20年 15～35年

次亜塩生成設備 次亜塩生成装置他更新 10年 24年

管理設備 テレメータ装置他更新 10～17年 17～30年

5,132,000

：目標耐用年数に達する年度 ##### #####H30～H39計 H40～H49計

合　　計

別表　各年度の事業計画

単位：千円（税抜き）

施設名（分類） 内容
耐用年数 中 期 事 業 計 画 期 間

土木・建築施設（重点管理）

機械・電気設備（重点管理）

法定 目標 合計




